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第三次自主行動計画に向けて 

 

2000 年に完全施行された容器包装リサイクル法は、2006 年 6 月にはじめての改正が行われま

した。改正に先立つ 1 年半にわたる産業構造審議会・中央環境審議会での議論の過程で、社団法

人（当時）日本経済団体連合会は 2005 年 10 月に提言「実効ある容器包装リサイクル制度の構築

に向けて」を取りまとめ、事業者の自主的な取り組みが重要であること等を表明しました。 

これを受けて 2005 年 12 月、関係八団体は「3R 推進団体連絡会」を結成し、「容器包装リサイ

クル法の目的達成への提言」と題する提言を行い、事業者の決意をあらためて表明するとともに、

翌 2006 年 3 月に第一次の自主行動計画を発表しました。 

第一次、第二次の自主行動計画を通じ、関係八団体が共通の目標を持って事業者自らの取り組

みを進めたこと、さらに、関係主体間の連携に資する取り組みの中で、消費者、自治体、関係事

業者、NPO や学識経験者等の多大なご協力をいただいたことにより、容器包装 3R の推進に一定

の成果があげられたものと考えます。 

 

 

 

 

 

現在、3R 推進団体連絡会では第二次自主行動計画の 2015 年までの取り組みとその成果等につ

いて検証を行い、2016 年度から始まる第三次自主行動計画の策定に向けて、事業者としてさら

なる役割の深化と主体間の連携推進に寄与できるよう、検討を進めています。 

新たな自主行動計画に基づき、循環型社会の形成に向けて容器包装の 3R と関係主体間の連携

により一層努力して参る所存です。 

 

最後になりましたが、第二次自主行動計画の 2015 年フォローアップ報告に当たり、当連絡会

および構成団体の活動にご理解とご協力を賜りました関係各位に心より御礼申し上げます。 
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2015 年 5 月、容器包装の環境配慮に関する日本工業

規格（JIS Z 0130-1～3）が制定されました。 

この規格は、容器包装の環境負荷低減のための手法や

その評価の客観的な基準となるものです。 

容器包装のリデュースについては、容器包装に求めら

れる機能を満足した上で、材料の質量や容積を最小化し、

それを保証するための要求事項や手順が規定されてい

ます。 

右の図のように、容器包装の削減が行きすぎると、製

品ロスが発生するなど、過剰包装と同じように環境負荷

が大きくなってしまいます。環境負荷と資源の使用量が最小でバランスするような設計を「最適包装

設計」といいます。 

 

(2) 2014 年度のリデュース実績 

素材毎の 2015 年度目標に対する 2014 年度の実績値は下の表 1 に示すとおりです。 

目標年次である 2015 年度に向け、容器包装のリデュースは着実に進んでおり、5 素材が目標

を上方修正しています。 
 

表 1 リデュースに関する 2014 年度実績（2004 年度比） 

素材 
2015 年度目標 

（2004 年度比）（※1）
2014 年度 

実績 
2006 年度からの 

累計削減量 
備考 

ガラスびん 
１本当たりの平均重量

で 2.8％の軽量化 1.4％ 179 千トン  

PET ボトル 
指定 PET ボトル全体で

15%の軽量化効果 15.6％ 517 千トン 
2015 年度目標を 
10％から上方修正 

紙製容器包装 総量で 11%の削減 10.1% 1,124 千トン 
2015 年度目標を 
8％から上方修正 

プラスチック 
容器包装 削減率で 13％ 13.9％ 70.3 千トン  

スチール缶 
1 缶当たりの平均重量で

5％の軽量化 6.5% 175 千トン 
2015 年度目標を 
4％から上方修正 

アルミ缶 
1 缶当たりの平均重量で

4.5％の軽量化 5.0％ 58 千トン 
2015 年度目標を 
3％から上方修正 

飲料用紙容器 
牛乳用 500ml 紙パック

で 3%の軽量化（※2） 1.9％ 685 トン  

段ボール 
1 ㎡当たりの平均重量で

5％の軽量化 4.1％ 1,667 千トン 
2015 年度目標を 
1.5％から上方修正

※1 各団体の目標値については、必要に応じて見直しを検討する。 
※2 2005 年度比。紙パック原紙の仕様レベルで比較 

容器包装の環境配慮JIS規格が制定されました

出典：JIS Z0130-2 包装システムの最適化
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(2) 2014 年度のリサイクル実績 

素材毎の2015年度目標に対する2014年度のリサイクル実績値は、表2に示すとおりです。8素

材中5素材が当初目標を達成しており、2素材が目標を上方修正しています。 

目標達成に向け、引き続き素材ごとの取り組みを展開するとともに、リサイクルフローの捕捉

率の向上等にも取り組んでいきます。 

 

 

表 2 リサイクルに関する 2014 年度実績 

素材 指標（※1） 2015 年度目標 2014 年度実績 備考 

ガラスびん 
リサイクル率 
(カレット利用率) 

70％以上 
（97％以上） 

69.8％ 
（97.8％） 

 

PET ボトル リサイクル率 85％以上 82.6%  

紙製容器包装 回収率 25%以上 23.6% 
2015 年度目標を 
22％から上方修正

プラスチック 
容器包装 

再資源化率 44％以上 44.8％  

スチール缶 リサイクル率 90％以上 92.0% 
2015 年度目標を 
85％から上方修正

アルミ缶 リサイクル率 90%以上 87.4％  

飲料用紙容器 回収率 50％以上 44.7％  

段ボール 回収率 95％以上 96.7％ 
計算方法を見直し

（48 ページ参照）

※1 指標の定義は次ページ参照。各団体の目標値については、必要に応じて見直しを検討する。 
 
 
 
 
 
 

2002 年に資源循環指標調査検討委員会（経済産業省設置）が策定した「資源循環指標ガイドライン」（以

下、「ガイドライン」という。）では、リサイクルを評価する指標として、「回収率」（使用済製品の回収さ

れた割合）、「再資源化率」（回収された製品の内、再資源化された割合）、「回収・再資源化率」（回収率×

再資源化率）をあげています。 
当連絡会では、このガイドラインを踏まえ回収量や再資源化量の把握に努めるとともに、必要に応じて

既存の指標の見直しを行ってきました。表 2 の中で、指標が「リサイクル率」となっているものは、ガイ

ドラインの定義する「回収・再資源化率」にほぼ準拠しています。また、回収ルートや再資源化ルートが

多岐にわたるなどして「回収・再資源化率」の把握が困難な素材では、回収率や再資源化率といった指標

を用いています。 
各団体とも継続的にデータの捕捉範囲の拡大および精度の向上に向けた取り組みを進めています。した

がって、今後の自主行動計画の見直しにおいて、目標に用いる指標を変更する可能性があります。第二次

自主行動計画の 2015 年度目標を達成した場合は、適宜見直しを図っています。 
なお、表 3 に素材ごとのリサイクル指標の定義一覧を示します。 

 

  

補足：リサイクルの指標について 
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表 3 リサイクルに関する指標の定義一覧 

素 材 指標の定義および備考

ガラスびん
再生利用目的で利用事業者(※1)に引渡されたカレット総重量 

リサイクル率＝
ガラスびん国内出荷総重量（出荷量＋輸入量―輸出量）

ガラスびんの原料に利用されるカレット総投入量
カレット利用率＝

ガラスびん生産量

※1 ガラスびん製造メーカー＋その他用途事業者 

PET ボトル リサイクル量（国内再資源化量※1＋海外再資源化量※2） 
リサイクル率＝

国内 PET ボトル販売量 

※1 国内再資源化量＝国内向け回収量×再資源化率（フレークまたはペレット） 
※2 海外再資源化量＝国外向け回収量×再資源化率（フレークまたはペレット） 

紙製容器包装 紙製容器包装の回収実績（※1） 
回収率＝

紙製容器包装の家庭からの排出量（※2） 

※1 回収物の組成分析調査、市町村アンケート調査より行政回収量・集団回収量を推定 
※2 家庭からの排出量モニター調査より推定 

プラスチック

容器包装

再商品化量（※1）＋店頭回収など自主的に回収した量（※2） 
再資源化率＝

排出見込み量（※1） 

今後様々なリサイクル手法が用いられる可能性が高いことから、分子に現在把握可能な自主的

な回収量を加え、指標の名称を再資源化率としている。

※1 公益財団法人 日本容器包装リサイクル協会公表値  ※2 実測値 

スチール缶 国内鉄鋼会社等によるスチール缶（C プレス・C シュレッダー等）の購入量（※1） 
リサイクル率＝

スチール缶（食缶・該当 18L 缶・一般缶）の国内消費量（出荷量＋輸入量－輸出量） 

※1 購入量は、アルミ蓋・水分・異物等を除いて鉄鋼メーカーが購入利用した重量 

アルミ缶 再生地金等の製造に使用済みアルミ缶を利用した重量（※1） 
リサイクル率＝

国内で出荷された缶重量（塗料を除く）

※1 分子は二次合金メーカーの工場入口トラックスケールを元に、組成率を加味して算出 

飲料用紙容器 国内飲料用紙パック回収量
回収率＝

飲料用紙パック原紙使用量

※1 産業損紙・古紙を含む 

段ボール [A]段ボール古紙実質回収量 
回収率＝

 [B]段ボール原紙消費量＋[C]輸出入商品用 

[A]回収された段ボール古紙に含まれる他銘柄品・異物および段ボールに付着した糊の重量を

除いて計算したもの

[B]段ボール工場における段ボール原紙消費量 
[C]輸出入商品を梱包する段ボールの入超推定量  
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II 連携のための共同の取り組み 

主体間の連携の推進に向け、様々な取り組みを展開しています

関係主体間の連携に資するため、当連絡会では「各主体との交流・意見交換」「普及・啓発」「調

査・研究」の 3 本の柱に沿って、継続的な取り組みを進めてきました（表 4）。次ページより、2014

年 12 月から 2015 年 11 月までの取り組みの成果を紹介します。 

表 4 主体間連携のための共同の取り組みの実施状況 

年
度2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

各
主
体
と
の
交
流
・意
見
交
換

小冊子｢リ

サイクルの基

本｣を作成

「リサイクルの

基本」完成

川崎市で

のワーク

ショップ

川崎市で

のワーク

ショップ

川口市で

のワーク

ショップ

川口市、

国分寺市、

相模原市

さいたま市、

越谷市

東京都 北九州市

川崎市

京都市

 

仙台市 

 

名古屋市 福岡市 札幌市 東京都

 

東京都、

富山市、

岡山市

長野市、

松山市、

名古屋市

静岡市、

福井市、

さいたま市

横浜市 神戸市 東京都 京都市 さいたま市 名古屋市 仙台市 川崎市 東京都 東京都

 

普
及
・啓
発

調
査
・研
究

 

公開

ヒアリング

報告書の

まとめ

 

 

 

容器包装3R推進フォーラム

マスコミとの懇談会

3R活動推進全国大会への出展 東京国際包

装展 
出展

AC支援による啓発事業

共通ポス

ター作成
ホームペー

ジ開設

容器包装3R連携市民セミナー

3R活動推進全国大会出展

東京国際包

装展出展

エコプロダクツ展への出展

啓発用

パンフ作成

パンフレット「リサイクルの基本」配布

啓発用

パンフ改訂

容器包装3R制度研究会 

消費者

意識調査

消費者

意識調査
神戸大

共同研究

意見交換会(容器包装3R交流セミナー)

3Rリーダー交流会 地域でのリーダー育成



1. 各

(1) 意見

自治体

容器包

体との意

装３Ｒ交

2015

「事業者

を行いま

各主体と

見交換会「

体関係者や

包装の 3R 推

意見交換や交

交流セミナー

年は静岡市

者の 3R の取

ました。なお

意見交換

との交流

容器包装３

や地域団体と

推進について

交流を深める

ー」と題し、

（2015 年 7

取り組み」「情

お、2016 年

換会で交わされ

流と意見

３Ｒ交流セミ

と率直な意見

て、今後のあ

るため、当連

各主体との

7 月 28 日）、

情報共有のあ

1 月 28 日に

意

れた様々な論点

8

交換

ミナー」の

見交換を実

あり方や市民

連絡会では 3

の意見交換を

福井市（10

あり方」「環

には、さいた

  
見交換会の様

点

開催

実施しました

民・自治体と

3R 活動推進

を進めていま

0 月 9 日）で

環境配慮設計

たま市での開

様子

た

の信頼や連携

フォーラム

す。

で開催し、「分

」など多様な

開催を予定し

携の強化など

との共催で

分別収集・再

なテーマで意

しています。

ど、各主

「容器包

再商品化」

意見交換
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さいたま市環境フォーラムでの啓発活動 

(2) 3R 市民リーダー育成プログラム 

越谷市・さいたま市で 3R リーダーと協働しました 

「3R 市民リーダー育成プログラム」は、都内の消費者リーダーの方々が 2011 年度から検討し

作り上げた、一般消費者への「3R」の伝え方やイベント等で使える講座プログラムを、地域の

3R 市民リーダー（以下、「3R リーダー」）の方々にご活用いただいたり、リーダー育成に役立て、

伝える人を増やしていこうという事業です。 

NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネットを事務局として、今年度は越谷市およびさいた

ま市と連携し、取り組みを進めています。 

 

 越谷市では、市の呼びかけでごみ減量等推進員などから集まった新規 3R リーダー、先輩 3R

リーダー、越谷市職員、当連絡会メンバーで数回の会合を開き、3R に関する学習、イベントに

おける発表内容等を検討しました。このような過程を経て 9 月 26 日の第 2 回越谷市リサイクル

プラザフェアで、また 10 月 16 日には Lake Town Act Green ECO WEEK 2015 でそれぞれ「何

になるのかなゲーム～リサイクル de ビンゴ」をブースにて実施し、多くの参加者を集めました。

その後さらに自主練習を重ね、11 月 11 日には近隣の地区センターでの出張講座も実施しました。

市からは、今回誕生した越谷市の 3R リーダーの皆さんの活躍を広報等で紹介し、今後の活動の

場を作って行きたいとのお話をいただいており、本プログラム終了後も自立した形で市内での活

動を継続していただけるものと期待しています。 

 

 

さいたま市では、豊富な環境活動経験を持つ「さ

いたま市環境美化会議」のメンバーが新規 3R リー

ダーとなり、越谷市同様先輩 3R リーダー、さいた

ま市職員、当連絡会メンバーとの会合での学習や発

表内容検討を経て、10 月 10 日に開催されたさいた

ま市環境フォーラムにてさいたま市資源循環政策課

の全面的なご協力のもと、「何になるのかなゲーム～

リサイクル de ビンゴ」を実施し、こちらも多くの市

民の参加を得ました。さらに 2016 年 1 月 15 日にはク

越谷市リサイクルプラザフェア（左）とLake Town Act Green ECO WEEK 2015（右）での啓発活動 



リーンさ

ーダーが

なお、

交換会に

かります

その他

いました

張講座を

(3) 容器

容器包

「容器

つ開催し

住民の方

それらに

携の形を

2014

月 15 日

され、「

ラスチッ

自治体

交換がな

2015

をテーマ

北区北と

社大学経

事例紹介

た。

さいたま推進

が身に着けた

両市の新規

にも参加を予

す。

他、越谷市や

た。今後は 1

を予定してい

器包装 3R 推

包装 3R に

器包装 3R 推

している、長

方々等にご参

に係わる情報

を目指したら

年度のフォ

日～16 日、品

「分別収集処

ックリサイク

・事業者・消

なされました

年度は、「容器

マに第 10 回

とぴあで開催

経済学部郡嶌

介、容器包装

進員研修会で

た 3R の知識

規 3R リーダ

予定しており

や東京都文京

12 月のエコ

います。

推進フォー

関する先進

推進フォーラ

長く続く取り

参加いただい

報交換・議論

らよいかを話

ーラム（通算

品川区総合区

処理の高度化

クルの輪の構

消費者の様々

た。

器包装3Rの

回フォーラム

催されました

嶌孝教授の基

装の環境配慮

第10

での 3R 講座

識やパフォー

ーは、2016

り、事業者や

京区、世田谷

プロダクツ展

ーラム

進的な取り組

ラム」は、第

り組みです。

いており、容器

論等のプログ

話合い、方向

算第 9 回）は

区民会館きゅ

化」「拡大生産

構築」といっ

々な取り組み

の持続的な推

が 2015 年

た。ここでは

基調講演をい

慮設計などホ

10

0回フォーラム（

座デモンスト

ーマンスを活

年 1 月にさ

や行政等さら

谷区、中央区

展、2016 年

組みや情報

第一次自主行

毎回のフォ

器包装 3R と

グラムを通じ

向性を共有し

は、2014 年

ゅりあんで開

産者責任」「

ったテーマで

み紹介と、意

推進のために

10 月 19 日

は、「容器包装

いただいたほ

ホットな話題

（北区）

レーション

用した活動の

いたま市で

に多くの主

区にて先輩 3R

年 1 月には新宿

を共有しつ

行動計画の初年

ーラムには

と分別収集の

じ、消費者・

していくこと

12

催

プ

で、

意見

」

、

装 3R の更な

ほか、分科会

題を交えなが

が予定されて

の継続が期待

予定されてい

体との意見交

R リーダーに

宿区のまちの

つつ、意見交

年度から毎年

自治体関係者

の先進的な取

自治体・事業

を目指してい

なる推進につ

では先進的

ら活発な意見

第9回フォー

ており、新規

待されます。

いる当連絡会

交換や情報共

による出張講

の先生見本市

交換

年度開催地を

者や市民団体

取り組み事例

業者がどのよ

います。

いて」と題

な 3R の取

見交換がなさ

ーラム（品川区

規 3R リ

会の意見

共有をは

講座も行

市での出

を変えつ

体、地域

例の学習、

ような連

し、同志

り組みの

されまし

）



2. 普

(1) 啓発

「リサ

市民リ

イクルに

ています

本パン

等には無

また、

がる 3R

両パン

(2) 展示

様々

当連絡

2015 年

井市）に

また、

普及・啓

発パンフレ

サイクルの

リーダーとの

について全て

す。

ンフレットは

無料で配布し

当連絡会の

R 社会をめざ

ンフレットと

示会への参

なイベント

絡会は、行政

年は福井市環

にてパネル展

2015 年 12

リサイク

啓発

ットの作成

の基本」、「未

の共同作業で

ての容器包装

はホームペー

しており、2

の紹介と容器

ざして」も、

とも、当連絡

加

トでパネル等

政や民間団体

境フェア（2

展示等を行い

月 10～12

クルの基本

成・配布

未来へとつな

で制作したパ

装を網羅した

ージにて PD

015 年 11 月

器包装 3R の

昨年度改訂

絡会ホームペ

等を展示・情

体が主催する

2015 年 11 月

いました。

日に東京ビッ

11

ながる 3R

パンフレット

た分かりやす

DF 版を公開

月までに累計

の基礎情報を

訂し、イベン

ページよりダ

情報発信

様々なイベ

月 10 日）、第

ッグサイトで

未来

社会をめざ

ト「リサイク

すい情報・啓発

開しているほ

計配布部数は

掲載した啓発

ト等で配付を

ダウンロード

ントに出展し

第 10 回 3R

で開催される

来へとつなが

ざして」の配

ルの基本」は

発用資料と

か、ご希望の

約 1 万 1 千

発パンフレ

を行っていま

可能です。

し、情報発信

推進全国大会

る「エコプロダ

がる3R社会をめ

配付

は、容器包装

して好評をい

の自治体、市

千部に達しま

ット「未来へ

ます。

信を展開して

会（11 月 2

ダクツ 2015

めざして

装のリサ

いただい

市民団体

した。

へとつな

ています。

1 日、福

5」では、



当連絡会

絡会の共

ーも行い

なお、

CHOIC

(3) ホー

当連絡

録、フォ

（http:/

各種パ

アップ報

ご利用い

会を構成する

共通ブースで

います（写真

、当連絡会

CE」に賛同

ームページ

絡会では、ホ

ォローアップ

//www.3r-su

パンフレット

報告、連携の

いただけます

第10回3R推

る八団体が共

では、連絡会

真はエコプロ

は政府が推

し、ロゴの展

による情報

ホームページ

プ報告などの

uishin.jp/）。

ト類、過去の

の取り組み結

す。

推進全国大会

共同出展を行

会としての取

ロダクツ 201

推進している

展示や DVD

報発信

ジにこれまで

の情報を掲載

の自主行動計

結果などの各

への出展

12

行います。そ

取り組みのパ

14 のものです

る地球温暖化

D 放映などで

での活動の記

載しています

計画フォロー

各種データも

3

それぞれの団

パネル等を展

す）。

化対策のた

で COOL CH

記

す

ー

も

エコプロ

R推進団体連絡

体がブース出

示し、八団体

ための新しい

HICE の普及

ロダクツ2014へ

絡会ホームペー

出展を行うほ

体を巡るクイ

い国民運動

及に協力して

への出展

ージ

ほか、連

イズラリ

「COOL

ています。



3. 調

神戸大

2015

していま

は、国内

昨年度

国際セミ

究者が集

人国際協

今年度

月 21 日

6 名のパ

拡大生

ア地域で

拡大生産

います。

調査・研

大学との共

年度から、

ます。素材に

内のリサイク

度 3 月 24 日

ミナー』が開

集い、各国に

協力機構）の

度は、中国・

日、神戸大学）

パネリストに

生産者責任が

ではさらに多

産者責任の国

研究

共同研究

神戸大学大

により差異は

クル状況に影

、上智大学

開催され、当

における EP
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1 本当たりの単純平均重量は、基準年（2004 年）の 192.3g に対し､2014 年実績は 179.7g

と 6.6％（12.6g/本）の軽量化がはかられましたが、これにはびん容量構成比の変化が含まれ

ているため、その要素を除いたネットの軽量化率は 1.4％（2.7ｇ/本の軽量化）となります【表

１参照】。 

残りの 5.2％（9.9ｇ/本）はびん容量構成比の変化によるものです。 

なお、基準年（2004 年）対比での軽量化による資源節約量は、2009 年～2014 年（6 年間）

で、130,721 トン（100ml ドリンク剤びん換算 12 億 148 万本）となりました。 

 
【表１】１本当たりの平均重量推移 

 2004 年 

(基準年) 
2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 

生産本数（千本） 7,262,950 6,653,700 6,771,964 6,875,461 6,610,045 6,539,754 6,447,949

生産重量（トン） 1,396,582 1,213,075 1,222,525 1,230,174 1,182,952 1,180,180 1,158,682

単純平均重量 

（ｇ/本） 
192.3 182.3 180.5 178.9 179.0 180.5 179.7 

ﾈｯﾄ軽量化率指標 

（加重平均） 
100.0 98.2 98.3 98.0 97.9 98.3 98.6 

軽量化による 

資源節約量(トン) 
― 22,236 21,142 25,106 25,375 20,410 16,452 

 

②軽量化実績 

2014 年に新たに軽量化された商品は、9 品種 23 品目であり、その軽量化重量は 664 トンと

なりました。2006 年から 2014 年までに軽量化された商品は、11 品種 206 品目となっており

ます【表２参照】。なお、軽量化実績の捉え方は、前年と同容量で軽量化された品目について限

定しており、容量変更が伴う場合や、新製品の軽量びんは対象外としています。 

 

【表２】2006 年から 2014 年までに軽量化された品目 

品 種 のべ品目数 

小びんドリンク 小びんドリンク（６品目） 

薬びん 細口びん（２品目）、広口びん（２品目） 

食料品びん 
コーヒー（１７品目）、ジャム（１０品目）、粉末クリーム（２品目）、 

蜂蜜（１品目）、食用油（１品目）、食品（６品目） 

調味料びん 

たれ（７品目）、酢（１３品目）、ソース（２品目）、 

新みりん（１品目）、醤油（２品目）、つゆ（７品目） 

調味料（１３品目）、ドレッシング（１１品目）、ケチャップ（１品目） 

牛乳びん 牛乳（５品目） 

清酒びん 清酒中小びん（２４品目） 

ビールびん ビール（７品目） 

ウイスキーびん ウイスキー（５品目） 

焼酎びん 焼酎（１７品目） 

その他洋雑酒びん ワイン（２０品目）、その他（４品目） 

飲料びん 
飲料ドリンク（６品目）、飲料水（１品目）、炭酸（３品目） 

ジュース（６品目）、ラムネ（２品目）、シロップ（１品目）、乳酸（１品目） 
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ウェブサイト 

「リターナブルびんポータルサイト」 

＜http://www.returnable-navi.com/＞ 

びんリユースシステムの持続性の確保に向けた取り組み 

 

①リターナブルびんの使用量実績 

リターナブルびんの使用量については、経年的な減少傾向に歯止めがかからず、業務用と家

庭用宅配というクローズド市場を中心に存続の状況であり、2014 年使用量実績は 95 万トン

（基準年比 51.9％）となりました【表３参照】。 

びんのリターナブル比率（リターナブルびん使用量÷(国内ワンウェイびん流通量＋リター

ナブルびん使用量)）は 2009 年から 50.0％を割る結果となっています。 

 

【表３】リターナブルびんの使用量実績（単位：万トン）               

 

2004 年 

基準年 
2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 

2014 年実績

基準年比 

ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙびん使用量 183 133 125 112 106 102 95 51.9% 

国内ﾜﾝｳｪｲびん量 

（輸出入調整後） 
158 140 143 140 138 136 134 84.8% 

ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ比率～％ 53.7 48.7 46.6 44.4 43.4 42.9 41.5 － 

 

②持続性の確保に向けた取り組み 

地域や市場特性に合わせた取り組みを強化すべく、消費者・自治体・流通/販売事業者やび

ん商等関係主体の一層の連携を深め、地域型びんリユースシステム再構築に向けた取り組みを

行っています。新たな推進体制として 2011 年 9 月に立ち上げた「びんリユース推進全国協議

会」と連携し、東北地域、関東･甲信越地域、中部地域、近畿地域、中四国地域、九州地域そ

れぞれ地域ごとにびんリユース推進体制の整備をはかりました。 

一方、関係他団体（日本酒造組合中央会、1.8Ｌ壜再利用事業者協議会）とも連携した 1.8

Ｌ壜（一升びん）のリユースシステム維持

のための取り組みを強化しています。 

また、2009 年 2 月に立上げた WEB サ

イト「リターナブルびんポータルサイト」

にて、全国各地域で展開されるびんリユー

スの取り組みの紹介をおこない、リユース

推進活動の「見える化」と情報発信に努め

ました。 
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ガラスびんリサイクルの推移 

①リサイクル率の推移 

ガラスびんの「リサイクル率」は向上し、2014 年では 69.8％となり、基準年（2004 年）対比

では、＋10.5％となりました【表４参照】。これは、ガラスびん分別収集の推進による成果です

が、あきびんの分別収集段階で細かく割れたガラスびん残渣の資源化が課題となっています。 

 

【表４】リサイクル率の推移 

  
2004 年 

基準年 
2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014年

リサイクル率（回収・再資源化率） 59.3％ 68.0％ 67.1％ 69.6％ 68.1％ 67.3％ 69.8％

 

②カレット利用率の推移 

「カレット利用率」については、2014 年実績では 97.8％となり、基準年（2004 年）対比では、

＋7.1％となりました【表５参照】。 
 

【表５】カレット利用率の推移 

 2004 年 

基準年 
2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年

原材料総投入量（千トン） 1,747 1,763 1,751 1,693 1,702 1,652

ガラスびん生産量（千トン）① 1,554 1,330 1,337 1,342 1,281 1,287 1,257

カレット使用量（千トン） ② 1,409 1,297 1,295 1,284 1,285 1,274 1,230

カレット利用率（％）②÷① 90.7 97.5 96.9 95.7 100.3 99.0 97.8

｢ガラスびん生産量｣：経済産業省｢窯業・建材統計｣ 

｢カレット使用量｣：日本ガラスびん協会資料およびガラスびんフォーラム資料 

 

参考ながら、2014 年のガラスびん原材料総投入量（カレット利用量＋バージン資源量）は 1,652

千トンであり、原材料総投入量に占めるカレット（再生材）の使用比率は、74.4％となりました。

再商品化市場の開発拡大を目的とした「カレットを 90％以上使用するエコロジーボトル」の普及

に努め、2014 年出荷量は 109 百万本と基準年（2004 年）対比 113.1％となっています。 

 

ガラスびん再資源化量の拡大に向けた取り組みの推進 

ガラスびんは分別収集の際に、細かく割れて色分けできない残渣を減らすことが課題となって

います。全国自治体によるガラスびんの人口一人あたり再商品化量を集計し、当協議会のウェブ

サイトに掲載いたしました。 
 

＜2013 年度の自治体による分別収集によるガラスびんの人口一人当たり再商品化量＞ 
トン／年 

全国 
人口 

（H25年度） 
無色 茶色 その他の色 合計 

1 人当たりの再

商品化量（㎏/人）

市町村計* 119,997,675 286,183.7 240,732.2 177,498.8 704,414.8 5.87
広域組合計*  15,435.5 17,715.2 10,857.4 44,008.2 －

（市町村＋広域 
組合）計** 

126,393,679 301,619.2 258,447.5 188,356.3 748,423.0 5.92

＊市町村計および広域組合合計は、環境省資料「（HP 掲載用）市町村ごとの集計結果【平成 25 年】」による 
＊＊（市町村＋広域組合）計は、環境省報道発表資料「平成 27 年 3 月 9 日 平成 25 年度容器包装リサイクル法に基づく

市町村の分別収集および再商品化の実績について（お知らせ）」参考 4 による 
＊＊＊四捨五入しているため、合計が合わない場合がある 
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あきびんの再商品化量拡大に向けて成果を上げている自治体を紹介している当協議会のウェブサイト 

＜http://www.glass-3r.jp/＞ 

 

ガラスびん３R の普及と啓発に向けての取り組み 

｢くるくるリサイクルストーリー  びん to びんで

行こう！｣リサイクル動画、「めぐりめぐるリユースス

トーリー また会おうよ！ リターナブルびん」リユー

ス動画に引き続き、2014 年度は｢へらしてかる～く 

リデュースストーリー  びんもすっきりダイエット｣

というリデュース動画を制作し、当協議会のウェブサ

イトならびに YouTube で公開し、情報発信に努めま

した。 
 

 
 

「エコプロダクツ 2014」に出展し、ガラスびんの 3R を啓発する展示のほかに、びんリデュー

スをテーマに、軽量化したびんの展示やクイズを実施しました。また、びんリデュースの動画を

上映しました。 

 

 

 

 

 

 

 

当協議会の展示風景 
びんリデュースを紹介するコーナー 

「へらしてかる～く リデュースストーリー 

 びんもすっきりダイエット」をウェブサイトで公開 

＜http://www.glass-3ｒ.jp/＞ 
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組みを開始し

といえます

を始め、省資

4 年度と基準

ボトルの出荷

21

の広がりにと

れています。

出荷本数と、

経年で示しま

い出荷本数を

した 2004 年

（下表）。

資源・省エネ

準年度（2004

荷本数と、そ

もない、成形

その原油採

ました。

を増加させて

年度以降は、出

ルギーの取

4 年度）との

その環境負荷

形技術・充填

掘からボトル

てきましたが

出荷本数の増

り組みの効果

の負荷比較

荷（CO2排出

填技術の進展

ル製造・供給

が、3R 推進の

増大に比べ C

果が表れたも

出量）の推移

展などに

給に至る

のための

CO2排出

ものと考



リサ

2014

前年度比

んだため

一方、

199 千ト

●回収

回収

用済み

向けの

への

ていま

が第三

把握

ルの取

的に調

が、特

回答率

引き続

活動

図

イクルへの

年度のリサ

比 1.6％の減

めに、3 年連

リサイクル

トンの合計 4

収・リサイク

収量調査にあ

み PET ボト

の回収量を集

PET ボトル

ます（アンケ

三者調査機関

握できていな

取り扱い事業

調査ヒヤリ

特に事業系回

率が、まだ十

続き補足向上

を続けていき

に示したよ

の取り組み

イクル率の

減少となりま

連続でボトル

ル率の「分子

470 千トンで

クルに関する

あたって、市

トルの回収、

集計していま

ル由来の輸出

ケート調査は

関へ委託し実

ない使用済み

業者が存在し

ングを強化

回収量調査の

十分に高い

上、精度アッ

きます。

ようにリサ

：2014 年度

「分母」とな

した。国内の

ルの総重量は

子」となるリ

でした。

る推進協議会

市町村回収に

再商品化を

ます。また、

出量を推計し

は推進協議会

実施）。

み PET ボト

し、毎年継続

化しています

のアンケート

とはいえず、

ップのための

イクル率は

22

度リサイクル

なる指定 PET

の生産本数は

は減少しまし

サイクル量

会調査の強化

については、

を行う事業者

PET くず

し

会

ト

続

す

ト

、

の

は

ル率 82.6

T ボトル販売

は 1.2％の伸

た。

は国内資源化

化

環境省発表

者へのアンケ

輸出事業者へ

％

売量（総重量

伸びでしたが

化量 271 千

データを使用

ート調査か

へのアンケー

量）は 569 千

、一層の軽量

トン、海外資

用するとと

ら、国内リサ

ート調査から

トンで、

量化が進

資源化率

もに、使

サイクル

ら、海外



82.6％

今年度

国内

PET

るべく、

分けて調

2014

13.4 千

PET

広報活

●年次

20

ユース

をあげ

知って

者説明

％で、対前年

度は達成する

での用途別

ボトルが、国

PET ボトル

調査を行って

年度調査で

トンでした。

ボトルでは

活動の推進

次報告書の発

01 年以来、

ス、リサイク

げて真摯に取

ていただくこ

明会を開催し

年度 3.2 ポイ

るができませ

別 PET リサ

国内で具体的

ル、シート、

ています。

では、シート

。

33.6 千トン

進～啓発ツー

発行

毎年発刊し

クル）につい

取り組んでい

ことを目的と

しております

イントの減少

せんでした。

イクル材使

的に何にどれ

繊維、成形

製品が 90.1

ンで昨年度と

ールの提供

しており、前

いて 3R 推進

いる状況や、

としています

す。

23

少となり、過

使用量を調査

れ位の量がリ

形品といった

1 千トン、繊

比べ減少し

前年度の 3R

進自主行動計

その成果を

す。2015 年

過去３年連続

査

サイクルさ

た用途別にさ

繊維製品が 8

ましたが、今

（リデュース

計画にそって

を多くの皆さ

11 月 25 日に

続で目標を達

れているのか

らに具体的な

88.0 千トン、

今後の増加が

ス、リ

て業界

さまに

に、記

達成してきま

かという疑問

な製品カテゴ

、成形品・そ

が期待されま

ましたが、

問に答え

ゴリーに

その他が

ます。



●PE

PE

ト包材

まとめ

●広報

最新

では、

の現状

「

●PE

会員

環境配

とめま

て 53

ET ボトル再

ET ボトルは

材、特殊合成

め、紹介して

報誌「RING

新の３R 活動

、特集記事で

状と課題」に

「PET ボトル再

ET ボトル 3R

員団体構成各

配慮設計の実

ました。201

3 件を掲載し

利用品カタ

は、繊維製品

成紙等に広く

ています。

G」

動情報を紹介

で神戸大学大

についての対

再利用品カタ

R 改善事例集

各企業のたゆ

実施として軽

14 年度に 20

し、発行しま

ログ

品、文房具、

く使用されて

介するために

大学院経済学

対談を紹介し

ログ」2015

集Ⅱの作成

ゆまぬ努力を

軽量化を中心

010 年度版以

ました。

24

化粧品ケー

ています。こ

に、広報誌「R

学研究科教授

しております

年度版 vol.14

を広く社会の

心とした成果

以降直近まで

ス、自動車用

これらを「P

RING」を発行

授の石川雅紀

す。

4     

の皆様へお知

果を 2010 年

での事例につ

用カーペッ

ET ボトル再

行しています

紀氏と「PET

「RING」V

知らせするた

年に「3R 改善

ついて「3R 改

トマット、ラ

再利用カタロ

す。2014 年度

T ボトルリサ

Vol.33（6 月発

ため、推進協議

善事例集」と

改善事例集Ⅱ

ラミネー

ログ」に

度 Vol.33

サイクル

発行）

議会では

としてま

Ⅱ」とし



3. 紙

紙･板

紙製容

く、日本

途となる

2014

た。

■ 紙

実際の

き、「紙

の普及啓

2014

とその運

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

紙製容器

板紙使用量削

容器包装では

本製紙連合会

る紙・板紙の

年の国内出

紙製容

紙製容器包

の商品で実施

紙製容器包装

啓発を進めて

年度は新し

運用・事例を

2004年 2005

器包装リ

削減

は、代表的な

会の統計情報

の国内出荷量

荷量は基準年

容器包装用途と

包装 3R 改

施されている

装 3R 改善事

ています。

い事例の他

を追加し、「紙

年 2006年 200

サイク

な(指標となる

報より、包装

量を推定し指

年(2004 年)

となる紙・板紙

改善事例集第

る広範囲な 3

事例集」を年

に、適正包装

紙製容器包装

07年 2008年 20

25

ル推進協

る)容器形態

装紙と紙器用

指標としてい

比で 10.1％

紙の国内の出

第８版を発行

3R 事例を、

年度ごとに改

装の参考とし

装３Ｒ改善事

009年 2010年 2

2014年度

外箱の廃

利用、糊代

化の取り組

「紙製容器

その運用お

協議会

がないため原

用板紙の出荷

います。

％削減、前年

出荷量の推移

行

会員団体・企

改版発行し、業

して「紙製容器

事例集第８版

2011年 2012年

度事例

廃止や、容器

代フラップの

組みが継続的

器包装の環境

および事例

原単位による

量をベースに

比では 0.5 ポ

 基準年＝2

企業を中心に

業界全体のレ

器包装環境配

版」を発行し

2013年 2014

器のコンパク

の寸法縮小な

的に実施され

境配慮設計の

る削減の把握

に、紙製容器

ポイント削減

2004 年

に事例提供を

レベルアップ

配慮設計の考

しました。

50

60

70

80

90

10

2015年

容リ対

容リ対

基準年

クト化、軽量

など、軽量化

れています。

の考え方」と

握が難し

器包装用

減しまし

をいただ

プのため

考え方」

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

00.00

対象紙

対象板紙

年比

量板紙の

化・薄肉



リサ

＜ヒアリ

市町村

トで「雑

実態把握

＜回収物

紙製容

ています

の(a)「雑

「雑がみ

議会の独

＜紙製容

回収量

2014 年

答を得ま

＜紙製容

[A][B

万トンと

＜回収率

「紙製

政回収率

行政と

した。

リサ

紙製容器

①紙箱

  に潰

②紙と

③紙単

などの容

イクルため

リング調査＞

村の分別収集

雑がみ」等の

握を進めてい

物の組成分析

容器包装の資

す。その資源

雑誌・雑がみ

み」分別回収

独自調査によ

容器包装のア

量実績は、人

年度の行政収

ました。

容器包装の回

B]の調査より

と推定し、年

率算定＞

製容器包装の

率 16.8％、集

と集団合計の

イクル適性

器包装のリサ

箱にミシン目

潰しやすくす

とプラスチッ

単体の包装設

容器包装設計

めの調査

＞

集実績データ

の混合収集が

います。201

析調査 [A] ＞

資源回収は市

源化回収量算

み」混合回収中

収中での紙製

より 2014 年

アンケート調

人口 10 万人

集と集団回収

回収量 推定

り、全国の「

年間合計回収

の回収量」お

集団回収率 6

の「紙製容器

性を考慮した

サイクルの推

目を入れるこ

する

ックを分離し

設計を行う

計の取り組み

タが公表され

が行われてお

4 年度は３市

＞

市町村で様々

算出のため行

中での紙製容

製容器包装の

年度は２市で

調査 [B] ＞

人以上の 295

収の(a)「雑

＞

「紙製容器包

収量は約 18.9

および「家庭

6.8％と算定

器包装」回収

た容器包装設

推進のために

ことにより廃

しやすくする

みを進めてい

26

れていますが

おり、回収物

市でヒアリン

々な方法で実

行政収集・集団

容器包装の構

の構成比を、当

で実施しまし

市区を対象

雑誌・雑がみ」

包装」の行政

9 万トンとし

庭からの紙製

定しました。

収率は 23.6％

設計の工夫

に

廃棄時

る

います。

が、回収は容

物の組成分析

ング調査を実

実施され

団回収で

構成比(b)

当推進協

た。

象にアンケー

」混合回収量

収集量は約

しました。

製容器包装の

％となり、前

夫

半円形

切

入

リルートの他

調査等、様々

実施しました

ト調査を実施

量(b)「雑がみ

13.4 万トン

排出量モニタ

年比では 0.

形のミシン目

切り込み点線を

入れ潰しやすく

他、既存の古

々な調査活動

た。

施し、293 市

み」分別回収

ン、集団回収

ター調査」よ

1 ポイント向

を

く

古紙ルー

動により

市区より

収量の回

収量は 5.5

より、行

向上しま



容器包

当推進

る課題お

た。本提

マークの

紙製容

して既存

別収集方

紙）の設

状況にあ

また、

一的な区

当推進

受け、紙

行いまし

「識別

した。

以下に

１ 紙製

提言１

    
    

提言２

    
    

提言３

    
    

    

提言４

    
    

提言５

    

２ 容器

提言６

提言７

紙製

包装リサイ

進協議会にて

および対策を

提言において

の見直しを提

容器包装の分

存の古紙ルー

方法で実施さ

設定に市町村

あります。

難処理古紙

区別は行われ

進協議会では

紙識別マーク

した。「雑が

別マーク検討

に当推進協議

製容器包装の

紙製容器包

容リルー

実施する市

紙単体紙製

 古紙ルー

拡大のため

複合品の収

複合品も

当推進協議

イクル促進

紙製容器包

 紙製容器

あることを

今後の制度

 紙製容器

器包装 3R 制

三者の役割

主体間連携

製容器包装の

イクル法改正

て設置した容

を整理し提言

て、紙製容器

提言していま

分別収集は、

ートを利用し

されています

村ごとに違い

紙でも古紙パ

れていない状

は、容リ法改

クの見直しを

み」の有効利

討ＷＧ」にて

議会の提言骨

の収集・リ

包装を収集す

ート「紙製容器

町村の拡大を

製容器包装と

ート「雑がみ」

に、紙単体紙

収集・リサイ

も、家庭から排

会調査）を占

を提言する。

包装の収集拡

器包装収集を実

市町村に啓発

度見直し

包装全体のリ

制度全体のあ

割分担を維持

携の強化を図

の「容器包装

正に向けての

容リ法改正対

言案をまとめ

器包装の回収

ます。

容器包装リ

した回収方法

す。このため

いがあるため

パルプを製造

状況です。

改正審議会に

を含む本提言

利用の観点か

て識別マーク

骨子を示しま

サイクルの

する市町村の

器包装」分類

を要望する。

と複合紙製容

」分類で収集

紙製容器包装

イクルの促進

排出される容

占め、固形燃

拡大のための

実施する市町

発することを

リサイクルシ

あり方につい

持し取り組み

図る

装リサイクル

27

の提言

対策委員会に

め、2012 年

収量拡大を要

リサイクル法

法があり、市

め、紙製容器

め、紙識別マ

造可能な工場

において、ヒ

言を説明し、

から、経済産

クの見直しが

ます。

促進

の拡大を要望

類での収集及

容器包装の区

集を実施する

装と複合紙製容

進を提言する

容リ法対象の

燃料等の有効な

の啓発を要望

町村を拡大す

を要望する。

システムのあ

いて

みの深化を図

ル制度の見直

において、紙製

11 月 20 日

要望しており

法に従った指

市町村の判断

器包装中の回

マークは、多

場が一部あり

ヒアリングを

質疑応答を

産業省

が討議されま

望する

及び古紙ルー

区別表示の設定

市町村の拡大

容器包装の区

紙製容器包装

なリサイクル

望する

するために、紙

るべき姿の研

る

直しに向けた

製容器包装の

の理事会にお

、回収量の拡

指定法人ルー

により地域の

収対象物と非

くの市町村で

、製紙原料化

を

を

ま

ト「雑がみ」

定を提言する

大及び紙製容

区別表示の設

装の約１５％

ル資源である

紙製容器包装

研究を進める

た提言」

のリサイクル

おいて承認さ

拡大にあた

ートと、「雑が

の実情を反映

非対象物（難

で利用されて

化の適・不適

分類での収集

る

容器包装の回

設定を提言する

％（約１２万

ため収集・リ

装が有効な資

。

ルにおけ

されまし

り紙識別

がみ」と

映した分

難処理古

ていない

適でも画

集を

収量

る。

トン：

リサ

源で



紙製容

紙製容

１「紙

市町

を対象

イクル

者）が

ル協会

利用

として

２「古

市町

に向

等が回

紙製

アル

アルミ

イクル促

小売酒

又、酒造

「エ

当推進

サイクル

装の再商

た。

容器包装の

容器包装は、

紙製容器包装

町村で紙製容

象に集め、収

ル）は特定事

が、指定法人

会）に委託

され、製紙原

て利用されま

古紙」として

町村で従来か

く紙製容器包

回収対象から

製容器包装は

ミ付き飲料

ミ付き紙パッ

促進協議会」

酒販店を主体

造メーカーで

コプロダク

進協議会は 2

ル推進協議会

商品化製品の

のリサイクル

２つのリサ

装」として分

容器包装識別

収集されたも

事業者（容器

人（（公財）

して行われま

原料に向かな

ます。

て分別収集す

からの古紙

包装を集め、

ら除かれます

は、「雑がみ」

料用紙パック

ックの自主回

が設立され

体とした回収

で発生する損

クツ 2014」

2014 年度も

会と共同出展

の工程を分か

ルフロー

サイクルルー

分別収集する

別マークのつ

ものの再商品

器包装の製造

日本容器包装

ます。主に製

ないものは固

するルート

（新聞・雑誌

製紙原料に

す。

」「その他の紙

クについて

回収の仕組み

れ、その活動

収拠点「エコ酒

損紙のリサイ

に出展

も（公財）日

展しました。

かりやすく説

28

ートで資源化

るルート（容

ついたもの

品化（リサ

造利用事業

装リサイク

製紙原料に

固形燃料等

（古紙ルート

誌・段ボール

に向かないプ

紙」などの分

自主回収や

み作りとして

動を支援して

酒屋」は、現在

イクルシステ

本容器包装

「容器包装

説明するイベ

化されていま

容リルート）

ト）

ル等）の回収ル

プラスチック

分類で、紙小

や NPO 等の

て、市民団体

ています。

在全国で 47

テムの構築も

装リサイクル

のリサイクル

ベントや再商

す。

ルートを利用

との複合品や

物類との混合

の活動を応援

との協働に

79 店舗の取

進められてい

協会とプラス

ル工場」をテ

商品化製品の

用して主に製

や、匂いのつ

合で回収され

援

よる「酒パッ

り組みがあ

います。

スチック容器

テーマに紙製

の展示を実施

製紙原料

ついた箱

れます。

ックリサ

ります。

器包装リ

製容器包

施しまし



プラス

2013

す。これ

装）の再

当協議

き再商品

内部の委

組みつく

の新たな

策の検討

国に提出

〈MR の

さらに

なリサイ

再生材の

由来のリ

性などを

リサイク

て、検討

また、

について

方向を検

＜国に提

１・リデ

２・分別

３・市町

４・プラ

５・市町

６・プラ

７・プラ

８・合理

９・再生

10・容器

11・非容

12・指定

スチック容

年秋から 2

れまで様々な

再商品化が、

議会は、プラ

品化について

委員会やＷＧ

くり。②材料

な価値評価。

討などを法見

出しました。

の高度化に向

に 2014 年 10

イクル・サプ

の品質評価

リサイクル材

を、専門家を

クルの資源循

討しています

ケミカルリ

ても、ＣＲ研

検討していま

提出したパブ

デュースの推

別排出に関す

町村と特定事

ラ容器包装の

町村費用を事

ラ容器包装の

ラの素材特性

理化拠出金制

生材需要の拡

器包装の収集

容リプラ製品

定法人の在り

容器包装のあ

2 度目の容器

な論点が示さ

大きな論点

ラ容器包装の

て、欧州・韓国

Ｇなどで 40

料リサイクル

③ＭＲの改

見直し審議会

向け、専門家

0 月には、Ｍ

プライチェー

と改善や、プ

材料の品質高

を交えて、プ

循環ビジネス

す。

リサイクル

研究会を設け

ます。

ブリックコメ

推進について

する市民への

事業者の役割

の分別収集・

事業者が負担

の再商品化：

性に基づく手

制度について

拡大策につい

集に必要な指

品（製品プラ

り方    

あるべき再商

器包装リサイ

されましたが

点になってい

の特定事業者

国など諸外国

回を超える

ル（以下ＭＲ

改善のための

会で提言し、

家を交えて課

ＭＲの改善・

ーンの構築を

プラ容器包装

高度化の可能

ラ容器包装の

ス化を目指

（以下、ＣＲ

けて、あるべき

メント＞

て

の啓発につい

割分担・費用

・選別保管の

担するとモラ

：価値評価軸

手法の評価と

て

いて

指定ごみ袋の

ラスチック）

29

商品化に向

クル法（以

が、なかでも

います。

者で構成する

国の視察調査

る議論を重ね

Ｒ）優先に変

の諸施策の実

2014 年 8 月

課題等を検討

高度化のた

を通して付加

装

能

の

し

Ｒ）

き

いて

用分担等につ

のあり方（再

ラルハザード

軸の策定と入

とエネルギー

の資源として

の取扱いに

向けて

以下、容リ法

プラスチッ

団体として

査をはじめ、

ね、①プラス

変わる新たな入

実施。④実務者

月には 12 項

〉

ために、容リ

加価値、経済

ついて

再商品化との

ドの発生等が

入札方式の転

ー資源として

ての取扱い

について

プラスチッ

）の見直し審

ク容器包装

、かねてプラ

様々な資料や

チック素材の

入札方式の導

者による専門

目のパブリ

プラ再生材懇

済価値のある

の一体化）

が懸念される

転換

ての並行活用

ク容器包装の

審議が行われ

（以下、プラ

ラ容器包装の

や報告などを

の特性を踏ま

導入と再商品

門的な視点か

ックコメン

懇談会を設け

る再商品化の

。

。

の再商品化価値

れていま

ラ容器包

のあるべ

を基に、

まえた仕

品化手法

からの施

トとして

け、新た

のために、

値評価（案）



環境配

2013

しの論点

みで推進

プラ容

の組み合

装をはじ

環境配慮

重要、か

当協議

したが、

配慮設計

「知

広報用

をわかり

包装】を

技術・情

関係省庁

した。

この小

からわか

の意見交

いており

なお、

すので、

http://

■活動報

プラス

主な活動

はじめ関

と：PP

行します

PPRC

期までの

改善事例

配慮設計を

年秋から 2

点に、容器包

進し、3R 推

容器包装は、

合せる複合材

じめ石鹸洗剤

慮設計は、中

かつ効果的で

議会では、第

2015 年度

計指針】を策

りたかった

用パンフレッ

り易く解説し

を、広報・啓

情報専門委員

庁、学識者、

小冊子は、プ

かり易く説明

交換会などで

ります。

、このパンフ

ご覧下さい

/www.pprc.gr

報告書「プラ

：PPRC A

スチック容器

動と会員団体

関係者の皆様

RC ACTIV

す。

C ACTIVITY

の主な活動と

例を紹介しま

を策定・事業

2 度目の容器

包装のリデュ

推進の実効を

中身製品の

材質など多様

剤、化粧品、

中身製品や容

であると考え

第１次、第２

度は、事業者

策定しました

た!! プラス

ットとして、

した小冊子

啓発専門委員

会等とも連携

市民・消費

プラスチック

明したパンフ

で活用し、ご

フレットは、

い。

r.jp/about/im

ラねっと」を

ACTIVITY

器包装リサイ

体・企業が取

様にご報告す

VITY REPO

Y REPOR

と会員団体・企

ます。

業者の取り組

器包装リサイ

ュース・環境

上げることが

の保護・品質

様な材料が使

医薬品など

容器包装を熟

えられます。

２次自主行動

者の自主的取

た。

チック容器

2014 年秋に

【知りたかっ

員会を中心に

携して10,00

費者、行政・

ク容器包装と

フレットで、

ご出席された

当協議会の

ages/pamph

を発行

REPORT 2

イクル推進協

取り組んだ年

する、新しい

ORT 2015

RT 2015 は

企業が取り組

30

組み推進に

クル法の見

境配慮設計が

が、事業者の

質維持など容

使われており

ど広い分野に

知している事

動計画を通し

取り組みを推

器包装」を作

にプラスチッ

った!!プラス

に、3R 推進専

00部作成し

・自治体など

とは何か、を

市民・自治

た方々から、

のＨＰに掲載

h_20141218.

2015

協議会（略称

年間の活動を

い活動報告

5】を、2015

は、2014 年か

組んだ環境に

に向けて

見直し審議が行

があります。

の責務と考え

容器本来の機

、製法や形

に使われてい

事業者が、責

してリデュー

進のための

作成し、好

ック容器包装

スチック容器

専門委員会や

、会員各位、

どに配付しま

を様々な角度

治体と事業者

ご好評を頂

載しておりま

pdf

称：PPRC）

を、会員各位

書【プラね

5 年 12 月に

から 2015 年

に配慮した 3

行われていま

これを事業者

えております

能を果たすた

状も多岐に亘

ることから、

責任をもって

スやリサイク

【プラスチッ

好評を頂いて

装

器

や

ま

度

者

頂

ま

の

を

っ

発

上

3R

ます。今回の

者の自主的な

す。

ために、複数

亘り、用途も

、そのリデ

て進めて行く

クルを推進し

ック容器包装

ています

の法見直

な取り組

数の材質

も食品包

ュース・

ことが、

してきま

装の環境



■市

当協議

け、PE

見交換会

2015

た。この

各地の

率直にコ

また率直

これま

年

2

2

2

2

合

意見交

http://

３R 推

2012

定で、3

ご参加い

2014

8 月 20

催し、約

今後も

方々に様

ります。

ホーム

当協議

ストなど

新しい

また、

や報告な

民・自治体

議会では、市

ET ボトルリサ

会＞を、全国

年度は、旭

のうち市民・

の意見交換会

コメント頂き

直に意見を述

までの市民・

年 度

2012

2013

2014

2015

合 計

交換の詳細は

/www.pprc.gr

推進セミナ

年度から、

3R 推進セミ

いただきまし

年度は、７

日に第１回

約 70 名の方

も、このセミ

様々な情報提

    

ムページを

議会のホーム

どの面から見

い HP を右記

会員向け情

など会員への

体と事業者の

市民・消費者

サイクル推進

国 11 都市で

旭川市、福山

消費者の方は

会では、市民

きました。こ

述べ、相互に

自治体と事

市 民 行

４６

６４

５４

３３

１９７

は、当協議会

r.jp/activity/re

ナーを開催

会員各位へ

ミナーを開催

した。

月、12 月、

3R 推進セミ

方にご参加頂

ミナーを通し

提供をはかり

を全面リニュ

ムページは、

見直しが必要

記の URL か

情報提供ツー

の情報提供ツ

の意見交換会

者や行政・自

進協議会との

開催してきま

市で開催し、

は 197 名、行

民や自治体の

うした様々

に信頼を深め

業者の意見交

行政・自治体

２５

５４

５０

３２

１６１

会 HP をご覧

eport/report2

2014，20

への情報提供

催し、多くの

3 月の３回

ミナーを東京

きました。

して、会員各

り 3R の推進

ューアルしま

一般公開し

要でしたので

からご覧くだ

ールとして、

ツールとして

31

会を、全国

自治体の方々

の共催で、2

ました。

、これまでに

行政・自治体

の方々から、

なご意見な

める事が出来

交換会の参加

事業者

６９

７３

５５

４９

２４６

覧ください。

20140717.htm

015 年とも年

供として、年

会員や関係者

回開催し、20

京・北区の北

各位をはじめ

進に一段取り組

ました

してから 13

で、2014 年 8

さい。 htt

2013 年か

て発信してい

国 11 都市で

など各主体

2012 年度か

にご参加頂い

体の方は 161

日ごろ感じ

どに対して、

来たと実感し

加者総数

合 計

１４０

１９１

１５９

１１４

６０４

ml

年 3 回

間３回の予

者の方々に

015 年度も、

とぴあで開

め関係者の

組んでまい

年経過し、使

8 月にリニュ

tp://www.pp

ら始めたメー

います。

開催

との相互理解

ら＜市民・

いた方々は、

名で、事業者

ている意見、

、参加した事

ています。

使い良さ、読

ューアルしま

prc.gr.jp/

ールニュース

2015 年

意

2015年

解の深化と連

自治体と事業

合計で 604

者は 246 名で

、要望、疑問

事業者からも

読みやすさ、

ました。

スは、主に活

6 月 市民・

意見交換会 in

年度 第1回3R

連携に向

業者の意

4 名でし

でした。

問などを

も丁寧に、

、運用コ

活動予定

自治体と事業

あさひかわ

R推進セミナー

業者の

ー
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2014

累計削減

また、

なりまし

た。

この結

した。会

2015

当協議

で 8 年目

2015

の 67%が

でも容器

次いで

の中には

り組みを

2015

ページに

0.0%
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【単位千㌧】
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【単

２次自主行

年度のプラ

減量が 70,31

再資源化率

した。なお、

結果、リデュ

会員各位のご

5 年度の 3R

議会では、3

目になりまし

年度の改善

が軽量化・薄

器包装の薄肉

で、環境にや

は、バイオ素

を示す事例も

年の 3R 改善

に掲載します

2.2% 1.3%

5.8

2005 2006 20

使用実績

削減率

再資源化率

削減

40.6%

41

2011 20

排出見

再資源

単位千㌧】

行動計画 2

スチック容器

10 ㌧になり

率（リサイク

2011 年から

ュース率と再

ご協力にあら

R 改善事例 

R 推進の一環

した。

善事例を項目

薄肉化などリ

肉化が 47%と

やさしい容器

素材や再生材

もありました

善事例の詳細

す。  H

8%
7.9%

9.1%

007 2008 2009

率（リサイクル

減率（リデュ

1.7%

44.4%

012 2013

込量

化率

2014 年度の

器包装の削減

、2015 年度

クル率）は 4

ら 2014 年ま

再資源化率は

らためて御礼

 33 社

環として、2

目別に分類す

リデュース関

と全体の約半

器包装が 33%

材の採用など

た。

細は、当協議

HP アドレス

% 9.8% 10.8%

9 2010 2011

ル率）

ース率）

44.8%

38

40

42

44

46

2014

32

の 削減率 1

減率（リデュ

度の目標であ

44.8％に達し

までに事業者

は、いずれも

礼申し上げま

再資源化

の自主的

※当該年

ル協会

※当該年

度の

※2011

ル協会

66 アイテ

2008 年度か

すると、全体

関連で、なか

半数でした。

%でした。こ

どの新たな取

議会のホーム

http://ww

%
11.5%

13.0% 1

2012 2013 20

8%

0%

2%

4%

6%

3.9％、再資

ース率）は、

ある 13％を大

し、2015 年度

者が独自に再資

も 2015 年度

ます。

削

ラ

※

※

化率=（当該年度

的回収量*4）÷2

年度の再商品化

会の当該年度の

年度の自主的に

自主的回収数量

年度排出見込量

会の 2011 年度の

テム、73 事例

ら 3R 改善事

体

か

取

ム

ww.pprc.gr.jp
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014

資源化率 44

2006年度か

大きく上回り

度の目標の 4
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削減率＝プラ容

ラ容器包装の当該
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当該年度まで

※推定使用量*2

当該年度のプ

度の再商品化量*

2011 年度排出見

量*3：（公財）日

公表値。

回収した量*4：特

量

量*5：（公財）日本

の公表値。

例の応募頂

事例を募集し

p

３Ｒ改

4.8％

からの累計で

りました。

44％を上回る

量は、113,6

達成する事が

容器包装累計削

該年度推定使用

（分子）：2006 年

の累計削減量。

（分母）：累計削

プラ容器包装実使

*3＋当該年度

見込量*5

日本容器包装リサ

特定事業者の当

本容器包装リサ

頂く

しており、20

改善事例の一

で 13.9％、

る結果と

67t でし

ができま

減量*1÷プ

用量*2

年度から

削減量*1＋

使用量。

サイク

当該年  

イク

015 年度

一例



5. ス

リデ

2005

での取り

● 基

基

● 第

⇒

スチ

場した

主な

1

1

1

1

1

1

2

3

3

4

4

重

スチール

ュースの推

年度の第１次

り組みを推進

基準年度：2

基準年度の 1
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た時から、長
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サイクル

計画公表後、

軽量化の目

重量：35.67ｇ

標「１缶当た

たり 5％の軽

ある 200ml

軽量化の研究

フリー・スチ
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市町
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上維持
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サイク
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る引き

す。

また

立ち、

自治体

①スチ
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体・事業者

チール缶等の
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回の容器包装

性が打ち出さ

ら店頭回収の
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の分別収集
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ートの調査
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・研究

ル法の見直し
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究を行ってい

告会を開催し

を行い、その
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の結果を市町

ルート実態調査

44.8

73.8

990 1995 2000

リサイク

連携協力によ

イクル率を維

材料を採用し
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自治体

①ポス

ポス

等へ配
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啓発用

④製鉄
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だきま
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治体等

体・市民団

スターによる
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配布し、活用

ームページに

ームページを

報誌等による

進的な環境情
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に資する普

及啓発

リサイクルセ
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供
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た。
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N AGE”を発
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境イベント等

方自治体や事

し、来場者に

まつり起業

掃用具、啓発

治体・地域美

計 34,000 枚

の自治体等へ

用小冊子「

ました。

ジオ媒体によ

FM ラジオ局

けました。

小樽CAN A
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ント等に

014

進を呼び
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リサイクル推進のための支援事業 

①集団回収の推進支援 

多様な回収のシステムの一つであり、地域コミュニティ活性化・社会的コスト削減・国民の

環境意識の向上・排出物の品質向上など種々のメリットがある集団回収を推進するため、スチ

ール缶の集団回収を実施している地域団体への表彰支援を行いました。 

②環境教育の推進支援 

実践的な集団回収を通じて優れた環境学習を実施している小中学校への表彰支援を行いま

した。 

 

    
 集団回収の様子 集団回収推進支援 表彰 環境教育推進支援 表彰 

 

散乱防止・美化の推進 

①まち美化推進に係る実態調査を実施 

ニーズに応え、まち美化に先進的に取り組む自治体の実態調査を実施し、情報提供を行いま

した。 

②散乱防止・美化キャンペーンの実施 

1973 年より地域と協力して、地域一斉清掃活動の活性化並びにごみの散乱防止と地域の美

化促進に継続して協力しています。 

2014 年度：3 回実施 

2015 年度：3 回実施  累計回数：497 回  累計箇所：356 か所 

 

 
  
 

  
  

宇都宮市でのキャンペーン 

裾野市でのキャンペーン 

(2015年11月現在) 
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量推移 ～
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調査研
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利用重量

重量割合

回収活

①アル
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た表彰

と記念

りま

②アル
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アル

（小

られた

があ

社会福

を支

研究

年（平成 25

量割合（can

合は 57.3％で

活動の支援

ルミ缶回収優

93 年（平成

彰制度をはじ

念品代を贈呈

した。学校を

ルミ缶回収協

76 年（昭和

ルミ缶の回

・中学校は除

た方々を表彰

り、選考の結

福祉法人、Ｐ

えている実情

5 年）のアル

n to can 率）

でした。

援

優秀校（小

成 5 年）に従

じめました。

呈しました。

を核に地域一

協力者（一般

和 51 年）に発

回収にご協力

除く）を対象

彰しています

結果 58 件の授
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情が反映され
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・中学校）の

従来のアルミ
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回収活動が
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ミ缶材の
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し感謝状

12 校あ
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様が３Ｒ推進

設見学研修会

0 月 9 日（金

葉工場を見学

４５名の参加

いて学習でき

イクルに関す

an –Art 展（2

2014（2014

施やリサイク

クル活動への

＜http://www

では協会のご

、リサイクル

しなどについ

から、当協会

からアルミ缶

いている拠点

福岡県と愛媛

し、賞状と記

の推薦

は３Ｒ推進協

す。当協会は

5 年度は当協

工業所様と青

進協議会会長

会の開催

金）に新江東

学しました。

加がありまし

きました。

する展示、出

2015 年 9 月

4 年 12 月 11

クル率の印刷

の関心を喚起

w.alumi-can.

ご案内、アル

ルデータ、リ

いてお知らせ

41

会に登録

缶のリサイ

点を表彰

媛県の回

記念品代を

協議会が

は候補者

協会が推

青森県立

長賞を受賞

東清掃工場、

当日は関係

した。今回は

出展

月 19 日～21

1 日～13 日）

刷されたアル

起しました。

or.jp＞のアッ

ルミ缶の特徴

リサイクルニ

せしています

夢の島熱帯

官庁、自治

はゴミ発電に

日）、

）に出

ルミ缶

ップ

徴・製

ニュー

す。

植物館、えこ

体、市民団体

よる熱回収の

こっくる江東

体、報道関係

の実態や環境

東、サッ

係者、協

境学習の



7. 飲

飲料用

トン部会

団法人

ルミ付を

牛乳パ

  紙パ

1000m

パック

のない

牛乳パ

た」こ

年度に

ル)と

     [ 

・

   [ 

・

・

・

・

・

2

2

2

2

2

3

3

3

g/

飲料用紙

用紙容器リサ

会、一般社団

日本果汁協会

を除く)の３

パック リデ

パックのリデ

ml-容器につ

ク」に限定し

い強度のある

パックと比較

ことを公表し

に比べ 0.3％

なりました。

紙パックの

・  1987 年～

対象; 

500ml 牛乳

・  2011 年

・  2011 年度

・  2012 年度

・  2013 年度

・  2014 年度

314 

0.0%
250

260

270

280

290

300

310

320

2005

/㎡

紙容器リ

サイクル協議

団法人 全国清

会、酒類紙製

Ｒを推進して

デュースの取

デュースは、

いては品質

した軽量化に

る紙パックを

較して、2～3

しました。初年

、2012 年度

。

リデュースに

～2002 年 

1000ml 紙パ

パックのリデ

9 月   

度 実績  

度 実績  

度 実績  

度 実績  

2006 2007

牛

サイク

議会は、全国

清涼飲料工業

製容器包装リ

ています。な

取り組み

1987 年か

への影響が危

に取り組んだ

を安定して製

3％程度なら

年度の 2011

度 1.0％、201

について ]

 約 5％ 軽

パック、500

デュースにつ

500ml 牛乳

0.3％ 軽量化

1.0％ 軽量

1.6％ 軽量

1.9％ 軽量

2008 2009

牛乳500ml用紙

42

ル協議会

国牛乳容器環

業会、一般社

サイクル連絡

なお主体間連

ら 2002 年

危惧され、現

だ結果、中身

製造できる見

らば軽量原紙

1 年度は 9 月

13 年度 1.6％

軽量化を実現

0ml 紙パック

ついて ]

パックのリデ

化（原紙仕様

量化（      

量化（      

量化（      

314 313 

0.0%

0.3%

2010 2011

紙パックの坪量

会

環境協議会(容

社団法人 全国

絡会の 6 団

連携等の活動

年の間に約 5

現段階での薄

身飲料の品質

見通しがつき

紙を使用して

月からの取り

％、2014 年

現

ク

デユース取

様レベル）

〃      ）

〃      ）

〃      ）

311 309 

1.0%

1.6%

2012 2013

量とリデュース率

容環協)、印刷

国発酵乳乳酸

体で構成し、

動面は主に容環

％の軽量化

薄肉化は難し

に影響を与

、2011 年 9 月

も品質を保持

組みという

度 1.9％の軽

り組み発表

308 

%

1.9%

0%

1%

2%

3%

3 2014
年度

率の推移

刷工業会 液

酸菌飲料協会

、飲料用紙パ

環協が担って

を実現してい

しく、「500m

えず、運搬時

月に「従来の

持できる目途

こともあっ

軽量化(原紙仕

%

%

%

%

坪

リ

20

体カー

、一般社

パック(ア

ています。

います。

ml の牛乳

時に漏れ

の 500ml-

途がつい

て、2005

仕様レベ

坪量：g/㎡

デュース率

005年度基準



 

43 

 

牛乳紙パックの再利用・再活用啓発の取り組み 

    牛乳パックは軽くて丈夫な上、水にも強いなどの特性を利用して、家庭や学校などで広く再

活用されています。特に台所回りでの「まな板替わり」や「小物入れ」として再利用されるほ

か、工作などにも再活用されています。容環協は、ものを大切にすることや環境学習などへの

支援の一環として、今年で 15 回目を迎える「牛乳紙パックで『遊ぶ学ぶ』コンクール」を支援

しています。 

 

   

 

紙パックリサイクルの取り組み プラン 2015 

    2015 年度を到達年度とした行動計画の基本として、容環協は 環境負荷が少ない社会、一人

ひとりが環境を考え行動する社会の実現に向けて、 

    ①  2015 年度までに紙パックの回収率を 50％以上に高め、紙パックのリサイクルを推進す

ることで環境負荷をさらに削減する。 

    ②  紙パックの回収率向上活動とあわせて、環境負荷が少ない紙パックの環境特性を社会に

正しく伝える。 

    ③  紙パックの回収率向上活動を通して、資源や環境を考え、行動する人々を増やす。 

ことを定めています。 

〈紙パック回収率 推移〉 
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地域の回収力を高める取り組み（市民・自治体・事業者の連携） 

①  紙パックリサイクル促進 地域会議を開催 

    飲料用紙容器リサイクル協議会の活動推進団体である容環協は、消費者、市民団体、自治体、

製造・販売・回収・再生事業者など、多くの関係

者の連携により地域の回収力を高めるため、従来

から地域会議を開催しています。2014 年度は 千

葉/東葛、神奈川で開催しました。 

・紙パックリサイクル促進 地域会議 in 北九州 

開催日; 2015 年 10 月 27 日 

会  場; TKP 小倉シティセンター 

 

②  紙パックリサイクル講習会 

    家庭系の紙パックの回収率向上に向けて、地域

の市民に対する効果的な啓発を目的に、行政との

連携のもとにリサイクル講習会を開催しました。

紙パックに使用されている高品質なパルプを実

感し、ごみにしたら「もったいない」を体感して

もらい、リサイクル促進に繋げています。2014

年度は 埼玉県富士見市をはじめ 3 カ所、2015 年

度は 千葉県横芝光町、相模原市、静岡県清水町、

西東京市、厚木市の 5 カ所で開催しました。 

 

③  回収拠点のフォローアップを目的とした店頭での紙パックリサイクル啓発 

    店頭での紙パック回収に協力的な量販店や自

治体とタイアップして、大勢の市民が訪れる店先

でのリサイクル啓発・呼びかけを行いました。 

    2014 年度には 相模原市/ニトリモールほか 

1 ヶ所、2015 年度には 仙台市/ララガーデン長町

において、紙すき体験やクイズパネル・小型パッ

クの手開き教室を通した市民との対話により啓

発活動を行っています。 

 

④  地域のイベントにも協賛 

    自治体、地方の容環協会員・諸団体が参加する環境イベント等に協賛して、クイズパネルや 

「１リッター紙パック 6 枚とリサイクルトイレットペーパー 1 ロール交換」等の企画により市

民啓発を行なっています。 
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リサイクルの推進 

段ボールの回収率は 2004 年時点ですでに 80％以上の高いレベルに達していました。自主行

動計画はこの高いレベルを維持するという意味で第一次計画では 90％以上、第二次計画では

95％以上を維持するという目標を設定しました。 

2014 年の回収率が 100％を超える異常値となったため、今回、回収率の計算方法の見直しを

行いました。回収された段ボール古紙に含まれる他銘柄品、異物等の比率を実態調査に基づい

て変更しました。過去の回収率も新しい計算方法で計算し直しています。 

 

 

段ボールの回収率＝[A]段ボール古紙実質回収量／（[B]段ボール原紙消費量＋[C]輸出入商品用） 
・[A]回収された段ボール古紙に含まれる他銘柄品・異物および段ボールに付着した糊の重量を除いて計算したも

の 

・[B]段ボール工場における段ボール原紙消費量 ・[C]輸出入商品を梱包する段ボールの入超推定量  

 

※回収率計算方法の見直しについて 

 従来の計算では、回収された段ボール古紙に含まれる段ボール以外の他銘柄品、異物の重量を、

段ボール原紙国内出荷量と段ボール工場の原紙消費量の比率の分だけ含まれていると仮定して

計算していました。今回、実際に製紙工場に入荷した段ボール古紙の開梱調査を実施した結果、

段ボール以外の他銘柄品、異物の重量が全体の 8.4％となり、新回収率はこの値を使用して計算

しています。上のグラフの通り、旧回収率より 3～5％低い回収率となっています。 

 

   

開梱調査の様子 

84.0 

86.9 
88.4 

90.3 
92.1 

94.8 95.0 
93.3 94.1 

95.3 

96.7 

87.2 

90.3 

92.2 

94.4 
95.1 

100.6 

99.3 

96.2 

98.4 99.4 100.5 

80

90

100

'04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14

段ボールの回収率推移（％）

新回収率 旧回収率



段ボー

段ボー

サイク

ールに

段ボー

ス数）

となり

んでい

普及

①自治体

2015

ルリサイ

ールのリサ

ールのリサイ

ルマークと

に表示するこ

ール製造事業

の調査結果

第一次計画

います。

・啓発活動

体関連イベン

年 6 月に羽

イクルパンフ

2

20

40

60

80

100

サイクルマー

イクルマーク

されていま

とを推進し

業所を対象に

果は、初回 20

画での目標 90

動

ントへの協力

村市（東京都

フレット、段

28.4 

ーク表示促進

クは国際段ボ

すが、当協議

ています。

にしたマーク

007 年 10 月

0％を達成し

力

都）で開催

段ボール製ノ

 

リサイクル
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進

ボール協会

議会としては

 

クの印刷率（

調査では 28

しました。第

された「第

ノベルティ等

 

90.2 
ルマーク印刷

（ICCA）に

はこのマーク

（マークが印

8.4％でした

二次計画では

4 回羽村市環

等を提供し協

率推移（％）

おいて世界共

クを識別表示

印刷されたケ

たが、2010 年

は 90％以上

環境フェステ

力しました。

93.0

共通の段ボー

示として、全

ース数／総印

年 4 月調査で

上の維持・向上

ティバル」に

。

0 93.5 

93.9

ールのリ

ての段ボ

印刷ケー

で 90.2％

上に取組

に段ボー
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②展示会への出展 

2014 年 12 月 11 日（木）～13 日（土）に東京ビッグサイトで開催された「エコプロダクツ 2014」

に 3R 推進団体連絡会各団体と同じコーナーに出展しました。 

 

   
エコプロダクツ 2014 

 

③紙リサイクルコンテスト 2014 

（公財）古紙再生促進センターが毎年実施している小中学生対象の紙リサイクルコンテスト

2014 に当協議会も後援団体として入賞者の選考に参加し、段ボールリサイクル協議会会長賞ポ

スター１点を選定しました。 
 

     

段ボールリサイクル協議会会長賞   表彰式の様子 

 
  



IV

1. 数

リデ

第一次自

素材

ガラスび

PET ボト

紙製容器

プラスチ

容器包装

スチール

アルミ缶

飲料用紙

段ボール

資 料

数表

ュース実績

自主行動計画

材
2010 年

（2004

びん

1 本あ

均重量

軽量化

トル

主 な 容

ズ・用

１本あ

均重量

量化す

器包装 ２％削減

チック

装
３％削減

ル缶

1 缶あ

重量で

化する

缶

1 缶あ

重量で

化する

紙容器
重量を

軽量化

ル

1 ㎡あ

量を１

する

料

績総括表

画（2006～2

年度目標

4 年度比）
20

たりの平

量を 1.5％

する

容 器 サ イ

途ごとに

たりの平

を３％軽

る

主な

ズ・

の内

～8.

減する

減する 1

たり平均

２％軽量

たり平均

１％軽量

平均１％

する
現

たりの重

％軽量化

2010 年度）

006 年度

1.0％

な容器サイ

用途 15 種

内 9 種で 0.2

0％軽量化

15

0.9

量

0.8％増加

1.3%削減

1.0％

0.7％

現状維持

0.6％

51

2007 年度

1.3％

5 種中 8 種で

9～10.0％軽

化

1

0

軽

0.1％増加

5.8%削減

1.1％

0.5％

現状維持

0.7％

実 績

2008 年度

1.4％

15 種中 13 種で

0.1％～11.0％

軽量化

0.5％削減

7.9%削減

2.0％

0.8％

現状維持

0.9％

2009 年度

1.8％

15 種中 13 種で

0.3％～15.0％

軽量化

10.7％削減

9.1%削減

3.4％

2.1％

現状維持

1.4％

2010 年

カッコ内は

量の５年

1.7％

（92.2

で

％

15 種中 13 種

19％の軽量

で３％の目

成。全体と

量化率で 7.6

（170 千 t）

減
6.7

（358

9.8

（51.4

4.1％

（49.4

2.5％

（32.8

現状維

1.8％

（529

年度

資源節約

間累計

軽量化

2 千 t）

種で 0.2～

化。９種

目標を達

しての軽

6％。

％削減

8 千 t）

％削減

4 千 t）

軽量化

4 千 t）

軽量化

8 千 t）

維持

軽量化

9 千 t）
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第二次自主行動計画（2011～2015 年度） 

素材 
2015 年度目標 
（2004 年度比） 

実 績 
（カッコ内は 2006 年度からの累積削減量） 

2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 

ガラスびん 
１本当たりの平均

重量で 2.8％の軽

量化 

2.0％ 

（117 千トン）

2.1％ 

（143 千トン）

1.7％ 

（163 千トン） 

1.4％ 

（179 千トン）

PET ボトル 
指定 PET ボトル全

体で 15%の軽量化

効果 

10.5% 

（239 千トン）

13.0% 

（323 千トン）

14.1％ 

（416 千トン） 

15.6% 

（517 千トン）

紙製容器包装 総量で 11%の削減 
6.9％ 

（504 千トン）

9.9％ 

（711 千トン）

9.6％ 

（915 千トン） 

10.1% 

（1,124 千トン）

プラスチック

容器包装 削減率で 13％ 
10.4% 

（52.5 千トン）

11.5% 

（58 千トン） 

13.0% 

（61.7 千トン） 

13.9％ 

（70.3 千トン）

スチール缶 
1 缶当たりの平均

重量で 5％の軽量

化 

4.7% 

（95 千トン）

4.9% 

（115 千トン）

5.7％ 

（140 千トン） 

6.5% 

（175 千トン）

アルミ缶 
1 缶当たりの平均

重量で 4.5％の軽量

化 

3.0％ 

（42.5 千トン）

3.8％ 

（53 千トン） 

4.1％ 

（60 千トン） 

5.0％ 

（58 千トン） 

飲料用紙容器 
牛乳用 500ml 紙パ

ックで３％の軽量

化 

0.3％ 

（41 トン） 

（2011 年 
9 月から） 

1.0％ 

（165 トン） 

1.6% 

（419 トン） 

1.9％ 

（685 トン） 

段ボール 
1 ㎡当たりの平均

重量で 5％の軽量

化 

2.5％ 

（675 千トン）

3.6％ 

（985 千トン）

3.8％ 

（1,310 千ト

ン） 

4.1％ 

（1,667 千ト

ン） 
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リサイクル実績総括表 

 

第一次自主行動計画（2006～2010 年度） 

素材 指標 
2010 年度 

目標 

実  績 

2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度 

ガラスびん 
カレット利用率 
（リサイクル率） 

91％以上

（70％以上）

93.9％ 
（60.4%）

95.5% 
（63.9％）

96.9％ 
（65.0%）

97.5％ 
（68.0%） 

96.8％ 
（67.1％）

PET ボトル 回収率 75％以上 66.3% 69.2% 78.0% 77.5% 72.1％ 

紙製容器包装 回収率 20%以上

15.2％ 
(行政回収

のみ) 

15.4％ 
(行政回

収のみ) 

14.2％ 
(行政回

収のみ) 

19.1% 
(内､行政回

収 13.9％) 

20.3%
(内､行政回収

13.9％)

プラスチック

容器包装 
収集率 75％以上 54.0% 58.1% 59.0% 60.4% 60.1％ 

スチール缶 リサイクル率 85％以上 88.1% 85.1% 88.5% 89.1% 89.4％ 

アルミ缶 リサイクル率 90%以上 90.9% 92.7% 87.3% 93.4% 92.6％ 

飲料用紙容器 回収率 50％以上 37.4% 41.1% 42.6% 43.5% 43.6％ 

段ボール 回収率（※） 90％以上 88.4% 90.3% 92.1% 94.8% 95.0％ 

※回収率計算方法の見直しに伴い、過去の回収率も新たな計算方法で再計算した。48 ページ参照。 

 

第二次自主行動計画（2011～2015 年度） 

素材 指標 2015 年度目標

実  績 

2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 

ガラスびん 
リサイクル率 
(カレット利用率) 

70％以上 
（97％以上）

69.6％ 
（95.7％）

68.1% 
（100.3％）

67.3％ 
（99.0％） 

69.8％ 
（97.8％）

PET ボトル リサイクル率 85％以上 85.8％ 85.0％ 85.8％ 82.6% 

紙製容器包装 回収率 25%以上 20.7％ 23.0％ 23.5％ 23.6% 

プラスチック 
容器包装 

再資源化率 44％以上 40.6% 40.9％ 44.4％ 44.8％ 

スチール缶 リサイクル率 90％以上 90.4% 90.8％ 92.9％ 92.0% 

アルミ缶 リサイクル率 90%以上 92.5％ 94.7％ 83.8％ 87.4％ 

飲料用紙容器 回収率 50％以上 42.9％ 44.2％ 44.6％ 44.7％ 

段ボール 回収率（※） 95％以上 93.3％ 94.1％ 95.3％ 96.7％ 

※回収率計算方法の見直しに伴い、過去の回収率も新たな計算方法で再計算した。48 ページ参照。 

 



2. 各

ガラスび

東京都新

TEL：0

ＰＥＴボ

東京都中

TEL：0

紙製容器

東京都港

TEL：0

プラスチ

東京都港

TEL：0

スチール

東京都中

TEL: 03

アルミ缶

東京都中

TEL：0

飲料用紙

東京都千

TEL：0

段ボール

東京都中

TEL：0

各団体連

びん３Ｒ促

新宿区百人町

03-6279-257

ボトルリサ

中央区日本橋

03-3662-759

器包装リサ

港区虎ノ門 1

03-3501-619

チック容器

港区西新橋 1

03-3501-589

ル缶リサイ

中央区銀座 7

3-5550-9431

缶リサイク

中央区銀座 4

03-6228-776

紙容器リサ

千代田区九段

03-3264-390

ルリサイク

中央区銀座 3

03-3248-485

連絡先一
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町 3-21-16 日

77  FAX：0
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一覧
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3R 推進団体連絡会 第二次自主行動計画 

2015 年フォローアップ報告（2014 年度実績） 

2015 年 12 月 

ガ ラ ス び ん ３ Ｒ 促 進 協 議 会 

PET ボトルリサイクル推進協議会 

紙製容器包装リサイクル推進協議会 

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 

ス チ ー ル 缶 リ サ イ ク ル 協 会 

ア ル ミ 缶 リ サ イ ク ル 協 会 

飲 料 用 紙 容 器 リ サ イ ク ル 協 議 会 
段 ボ ー ル リ サ イ ク ル 協 議 会 

3R推進団体連絡会 

作成協力：（有）循環資源・環境ビジョン研究所
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